
「
戦
争
法
制
に
反
対
し
ま

す
」
の
カ
ラ
ー
チ
ラ
シ
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
。
現
在
、
安

倍
政
権
は
、
与
党
推
薦
の
憲

法
学
者
ま
で
が
「
集
団
的
自

衛
権
が
許
さ
れ
る
と
い
う
点

は
憲
法
違
反
だ
」
と
断
じ
る

「
戦
争
法
制
」
を
国
会
会
期

を
大
幅
延
長
し
て
あ
く
ま
で

成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。新

し
い
法
律
案
で
あ
る

「
国
際
平
和
支
援
法
案
」
は
、

自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
軍
主
導

の
多
国
籍
軍
に
加
わ
る
こ
と

を
名
ば
か
り
の
「
国
会
承
認
」

で
可
能
に
し
、
自
衛
隊
の
行

く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

「
戦
闘
地
域
」
に
ま
で
行
き
、

従
来
で
き
な
か
っ
た
武
器
輸

送
や
弾
薬
の
提
供
を
含
む
後

方
支
援
を
行
う
た
め
の
法
案

で
す
。

全
国
各
地
で
反
対
の
パ
レ
ー

ド
や
集
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
憲
法
学
者
や
元
自
民
党
幹

部
、
著
名
人
も
反
対
の
声
を

上
げ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
私
た
ち
も
「
子

ど
も
た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な

い
」
と
の
教
職
員
の
意
思
を

示
し
ま
し
ょ
う
。

泉
北
教
組
は
、
「
戦
争
す

る
国
」
で
は
な
く
、
憲
法
９

条
を
い
か
し
「
平
和
を
広
げ

る
国
」
を
子
ど
も
た
ち
に
手

渡
そ
う
と
の
教
職
員
の
願
い

を
広
げ
る
た
め
に
、
次
の
行

動
を
呼
び
か
け
ま
す
。

①
「
全
国
教
職
員
投
票
」
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
「
教
職

員
投
票
用
紙
（
水
色
）
」
の

趣
旨
に
賛
同
の
方
は
□
の
欄

に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
「
投
票
用
紙
回
収

袋
（
ク
リ
ー
ム
色
）
」
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

②
戦
争
立
法
反

対
署
名
（
緑
色
）

に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の

で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
を
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

信
号
無
視
や
一
時

停
止
、
歩
道
で
の
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

･
･
･

。
こ
の
よ
う
な

自
転
車
の
「
危
険
行

為
」
は
、
こ
れ
ま
で

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で

し
た
。
し
か
し
今
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
改
正
道
路
交
通
法

（
道
交
法
）
で
は
、

別
項
の
よ
う
な
車
道

の
右
側
走
行
や
酒
酔

い
運
転
な
ど
、
14
項

目
の
危
険
行
為
で
３

年
以
内
に
２
回
以
上

摘
発
さ
れ
る
と
、
安

全
講
習
（
３
時
間
、

５
７
０
０
円
）
が
義

務
づ
け
さ
れ
ま
す
。

受
講
命
令
か
ら
３
カ

月
以
内
に
受
講
し
な
い
と
５

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

ま
す
。

自
転
車
は
法
律
上
「
軽
車

両
」
で
、
車
道
の
左
側
通
行

が
原
則
で
す
。

自
転
車
事
故
は
最
悪
の
場

合
、
相
手
の
命
を
奪
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

信
号
無
視
や
片
手
運
転
な

ど
で
衝
突
し
た
相
手
が
重
傷
・

死
亡
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
高
額
な
損
害

賠
償
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
万
が
一
の
備
え

に
、
自
転
車
保
険
に
加
入
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入してください。

加害事故について「示談交渉サービス」付きで、被害

者の方と誠実に責任をもって示談のための交渉をします。

万が一の時も教育活動に専念できる心強い一助となります。

FAX：０６－６７６８－９２８６ TEL：０６－６７６８－４３２６


